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シ
ー

ル
ド
トン

ネ
ル

セ
グ

メ
ン

ト
種

別
の

変
更

シ
ー

ル
ド
ト
ン

ネ
ル

の
セ

グ
メ

ン
ト
種

別
の

変
更

位
置

図

【
セ

グ
メ

ン
ト
種

別
の

変
更

】

地
震

水
平

力

変
更

基
盤

面
（
深

さ
約

20
ｍ

）

当
初

想
定

基
盤

面
（
深

さ
約

10
ｍ

）

至
）中

央
JC

T（
仮

称
）

至
）
関

越
道

練
馬

IC

至
）関

越
道

所
沢

IC

■
大

泉
側

シ
ー

ル
ド
トン

ネ
ル

現
場

状
況

シ
ー

ル
ド
トン

ネ
ル

構
内

セ
グ

メ
ン

ト
設

置
状

況

浅
深

度
部

改
変

部
大

深
度

部

追
加

地
質

調
査

に
よ

る
弾

性
波

探
査

の
結

果
に

よ
り
、
基

盤
面

が
想

定
よ

り
深

い
こ

と
が

判
明

し
、
柔

ら
か

い
地

層
中

に
設

置
さ

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

箇
所

に
つ

い
て

、
地

震
時

の
水

平
力

が
大

き
く
な

る
こ

と
か

ら
、

断
面

の
縦

潰
れ

を
防

止
す

る
た

め
、
セ

グ
メ

ン
ト
の

種
別

を
変

更
。

軽
量

鋼
製

セ
グ

メ
ン

ト

合
成

セ
グ

メ
ン

ト
R

C
セ

グ
メ

ン
ト

重
量

鋼
製

セ
グ

メ
ン

ト

21
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東
名

Ｊ
Ｃ

Ｔ
に

お
け

る
本

線
シ

ー
ル

ド
ト
ン

ネ
ル

の
掘

進
方

法
及

び
ヤ

ー
ド
構

造
の

変
更

・
・
・
・・

・
・
・・

・
・
・
・
・
・・

・
・
・
・・

・・
・
・・

・
・
・・

・・
・
・
・
・（

約
2
1
0
億

円
増

額
）

・
本

線
シ

ー
ル

ド
トン

ネ
ル

掘
進

中
、

トン
ネ

ル
工

事
で

使
う

空
気

の
ご

く
一

部
が

、
人

工
的

な
孔

を
通

じ
て

地
上

に
漏

出
し

た
こ

と
を

受
け

、
有

識
者

委
員

会
（東

京
外

環
ト
ン

ネ
ル

施
工

等
検

討
委

員
会

）
へ

諮
り
、
硬

質
な

粘
性

土
層

で
あ

る
北

多
摩

層
区

間
（
約

2
.4

k
m

）
に

お
い

て
は

、
漏

気
を

発
生

さ
せ

る
こ

と
な

く
安

全
に

掘
進

で
き

る
こ

と
を

確
認

し
た

空
気

を
使

用
し

な
い

掘
進

方
法

へ
変

更
し

た
こ

と
に

伴
い

、
添

加
材

の
量

を
増

量
す

る
必

要
が

生
じ

た
。

・
横

穴
墓

の
出

土
に

伴
い

設
け

た
検

討
会

（東
名

ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ
ン

（
仮

称
）
殿

山
横

穴
墓

群
に

関
す

る
活

用
検

討
会

）
の

結
果

、
施

工
計

画
を

見
直

し
、

横
穴

墓
を

保
存

し
な

が
ら

施
工

を
行

う
こ

と
と

な
り
、

東
名

Ｊ
Ｃ

Ｔ
（
仮

称
）
内

の
ヤ

ー
ド
構

造
の

見
直

し
を

行
う

必
要

が
生

じ
た

。

位
置

図

と
の

や
ま

お
う

け
つ

ぼ
ぐ

ん

ヤ
ー

ド
構

造
の

見
直

し

（
３

）
事

業
の

見
込

み
等

１
）
事

業
費

増
加

の
要

因
③

東
名

Ｊ
Ｃ

Ｔ
に

お
け

る
本

線
シ

ー
ル

ド
ト

ン
ネ

ル
の

掘
進

方
法

及
び

ヤ
ー

ド
構

造
の

変
更

起
泡

材
（
空

気
を

用
い

て
発

泡
）

起
泡

溶
液

に
変

更
（
空

気
を

使
用

し
な

い
）

変
更

前
変

更
後

隣
接

河
川

で
の

漏
気

発
生

状
況

本
線

シ
ー

ル
ド
ト
ン

ネ
ル

の
掘

進
方

法
の

変
更

地
下

の
シ

ー
ル

ド
工

事
の

掘
進

時
に

用
い

る
空

気
の

ご
く
一

部
が

北
多

摩
層

ま
で

到
達

し
て

い
る

人
工

的
な

孔
の

隙
間

を
通

っ
て

上
昇

し
、
河

川
で

は
気

泡
と

し
て

漏
出

。

Ki
c層

硬
質

な
粘

性
土

層

（
参

考
）
今

後
の

掘
進

・添
加

材
に

気
泡

を
用

い
た

場
合

、
空

気
の

通
り
道

等
に

よ
り
漏

気
の

可
能

性
は

あ
る

が
、

周
辺

環
境

へ
の

影
響

を
及

ぼ
す

も
の

で
は

な
く
、

安
全

に
掘

進
で

き
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

た
め

、
現

地
採

取
土

を
用

い
た

室
内

試
験

の
結

果
を

踏
ま

え
、
谷

戸
橋

付
近

以
降

か
ら

気
泡

を
用

い
た

掘
進

と
し

て
い

る
。

・引
き

続
き

、
シ

ー
ル

ド
掘

進
に

伴
う
各

計
測

値
の

施
工

状
況

等
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

行
い

な
が

ら
、
細

心
の

注
意

を
払

い
安

全
に

掘
進

し
て

い
く
。

20

北
多

摩
層

空
気

を
使

用
し

な
い

掘
進

方
法

東
久

留
米

層

※
起

泡
溶

液
が

増
加

す
る

事
に

伴
い

、
土

砂
搬

出
可

能
な

性
状

を
確

保
す

る
た

め
、

中
性

固
化

材
等

の
添

加
材

を
増

加
。
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・
横

穴
墓

群
は

崖
を

く
り
ぬ

い
て

作
っ

た
お

墓
で

、
古

墳
時

代
の

終
わ

り
ご

ろ
に

見
ら

れ
る

。

・
殿

山
横

穴
墓

群
は

、
世

田
谷

区
内

に
２

４
箇

所
あ

る
横

穴
墓

群
の

ひ
と

つ
で

、
７

世
紀

頃
に

作
ら

れ
た

も
の

と
思

わ
れ

る
。

・
出

土
し

た
横

穴
墓

の
一

部
を

一
時

保
存

す
る

こ
と

と
し

た
。

殿
山

横
穴

墓
群

と
の

や
ま

お
う

け
つ

ぼ
ぐ

ん

入
り
口

側
か

ら
み

た
横

穴
墓

横
穴

墓
か

ら
出

土
し

た
玉

類
と

鉄
の

刀

横
穴

墓
を

回
避

し
た

工
事

用
道

路
の

仮
橋

化

・
一

時
保

存
す

る
横

穴
墓

を
回

避
す

る
た

め
、
工

事
用

道
路

を
仮

橋
化

・
工

事
用

道
路

は
周

辺
影

響
を

考
慮

し
、
防

音
対

策
を

実
施

工
事

用
道

路
の

防
音

対
策

施
工

状
況

①

横
穴

墓
群

東
名

Ｊ
Ｃ

Ｔ
内

の
ヤ

ー
ド
構

造
の

見
直

し

本
線

立
坑

直
近

の
崖

線
よ

り
、

古
墳

時
代

(7
世

紀
)頃

の
横

穴
式

の
墓

が
17

基
出

土
し

、
一

部
を

保
存

横
穴

墓
の

出
土

に
伴

い
、
東

名
ジ

ャ
ン

ク
シ

ョ
ン

（
仮

称
）
殿

山
横

穴
墓

群
に

関
す

る
活

用
検

討
会

を
設

置
し

、
保

存
等

の
検

討
を

行
っ

た
。

そ
の

結
果

、
施

工
計

画
を

見
直

し
、

横
穴

墓
を

一
時

保
存

す
る

こ
と

と
し

、
工

事
用

道
路

の
仮

橋
化

・
車

両
待

機
所

の
削

減
と

そ
れ

に
よ

る
滞

留
対

策
の

追
加

等
を

行
っ

た
。

と
の

や
ま

お
う

け
つ

ぼ
ぐ

ん

東
名

Ｊ
Ｃ

Ｔ
の

地
盤

改
良

及
び

ヤ
ー

ド
整

備

・地
質

調
査

を
行

っ
た

結
果

、
シ

ー
ル

ド
マ

シ
ン

組
み

立
て

用
の

大
型

重
機

を
使

用
す

る
こ

と
や

、
長

期
に

わ
た

っ
て

資
機

材
や

発
生

土
を

運
搬

す
る

走
路

と
し

て
使

用
す

る
た

め
の

必
要

な
地

耐
力

が
不

足
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

。
・対

策
と

し
て

ヤ
ー

ド
全

体
の

地
盤

改
良

を
実

施
。

大
型

重
機

配
置

に
伴

う
大

規
模

ヤ
ー

ド
整

備
セ

メ
ン

ト系
添

加
材

に
よ

る
地

盤
改

良

工
事

用
道

路
の

防
音

対
策

施
工

状
況

②

【
工

事
用

道
路

の
仮

橋
化

と
防

音
対

策
の

実
施

】

横
穴

墓
出

土
箇

所

と
の

や
ま

お
う

け
つ

ぼ
ぐ

ん
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（
３

）事
業

の
見

込
み

等
１

）事
業

費
増

加
の

要
因

④
中

央
Ｊ

Ｃ
Ｔ

に
お

け
る

地
質

調
査

・
地

下
水

調
査

を
踏

ま
え

た
Ｊ

Ｃ
Ｔ

構
造

等
の

変
更

中
央

Ｊ
Ｃ

Ｔ
に

お
け

る
地

質
調

査
・
地

下
水

調
査

を
踏

ま
え

た
Ｊ
Ｃ

Ｔ
構

造
等

の
変

更
・・

・
・
・
・・

・
・
・
・・

・
・
・
・
・・

・
・
・
・・

・・
・
・・

・
・・

・
・
・
・・

・
・
（約

7
8
0
億

円
増

額
）

・
追

加
の

地
質

調
査

の
結

果
等

を
踏

ま
え

、
中

央
Ｊ
Ｃ

Ｔ
の

構
造

に
つ

い
て

、
掘

削
時

の
盤

ぶ
く
れ

懸
念

な
ど

の
現

地
状

況
に

対
応

し
た

構
造

へ
の

変
更

が
必

要
と

な
り
、

そ
れ

に
伴

う
仮

設
工

の
見

直
し

や
施

工
ヤ

ー
ド
の

確
保

の
た

め
の

覆
工

板
設

置
、

土
砂

搬
出

の
際

の
周

辺
交

通
へ

の
影

響
を

抑
え

る
た

め
の

仮
橋

の
見

直
し

等
の

必
要

が
生

じ
た

。
・
中

央
Ｊ
Ｃ

Ｔ
の

構
造

変
更

を
踏

ま
え

た
有

識
者

委
員

会
（東

京
外

環
地

下
水

検
討

委
員

会
）
で

の
検

討
の

結
果

、
地

下
水

流
動

保
全

工
法

に
つ

い
て

、
深

さ
・

方
式

の
見

直
し

の
必

要
が

生
じ

た
。

深
層

地
下

水
位

の
上

昇
や

追
加

地
質

調
査

結
果

を
受

け
た

地
層

状
況

を
踏

ま
え

、
掘

削
時

の
盤

ぶ
く
れ

へ
の

対
策

・
浮

き
上

が
り
防

止
と

し
て

、
ボ

ッ
ク

ス
構

造
と

ケ
ー

ソ
ン

構
造

へ
の

変
更

を
実

施
。

ケ
ー

ソ
ン

擁
壁

＋
ボ

ッ
ク

ス

ボ
ッ

ク
ス

構
造

部
施

工
状

況
②

ケ
ー

ソ
ン

構
造

部
施

工
状

況
①

ケ
ー

ソ
ン

構
造

部
施

工
状

況
②

ボ
ッ

ク
ス

構
造

部
施

工
状

況
①

不
透

水
層

透
水

層

不
透

水
層

盤
膨

れ
（
土

砂
除

去
に

よ
り

上
載

圧
減

少
）

当
初

設
計

地
質

調
査

で
判

明
し

た
盤

膨
れ

の
懸

念

不
透

水
層

不
透

水
層

透
水

層

中
央

J
C
T
の

構
造

の
変

更

＜
ケ

ー
ソ

ン
構

造
へ

の
変

更
＞

＜
ボ

ッ
ク

ス
構

造
へ

の
変

更
＞

位
置

図

中
央

JC
T

施
工

状
況

・
ケ

ー
ソ

ン
構

造
へ

の
変

更
に

よ
り

重
量

化
22

ボ
ッ

ク
ス

擁
壁

・
ボ

ッ
ク

ス
構

造
へ

の
変

更
に

よ
り

重
量

化
・土

留
め

壁
を

不
透

水
層

ま
で

延
伸

・
鋼

矢
板

構
造

か
ら

連
続

地
中

壁
に

変
更

24
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中
央

Ｊ
Ｃ

Ｔ
の

構
造

の
変

更
（
仮

設
工

の
変

更
）

覆
工

板
上

で
の

施
工

状
況

支
保

工
・
覆

工
板

施
工

状
況

・
ボ

ッ
ク

ス
構

造
へ

の
変

更
箇

所
に

つ
い

て
、
土

留
め

壁
を

不
透

水
層

ま
で

延
伸

し
た

こ
と

に
伴

い
、
鋼

矢
板

に
よ

る
土

留
め

か
ら

地
中

連
続

壁
に

変
更

。
・ボ

ッ
ク

ス
構

造
・
ケ

ー
ソ

ン
構

造
へ

の
変

更
に

伴
う

掘
削

断
面

の
大

断
面

化
に

あ
わ

せ
、
支

保
工

の
見

直
し

、
覆

工
板

設
置

の
追

加
。

・
掘

削
土

砂
搬

出
等

の
た

め
の

中
央

道
へ

の
ア

ク
セ

ス
仮

橋
に

つ
い

て
、
周

辺
道

路
の

交
通

確
保

や
ヤ

ー
ド
構

造
の

変
更

を
踏

ま
え

、
設

計
を

見
直

し
。

仮
橋

設
置

状
況

地
下

水
流

動
保

全
工

法
の

変
更

地
下

水
流

動
保

全
工

法
に

つ
い

て
、

中
央

Ｊ
Ｃ

Ｔ
の

構
造

変
更

を
踏

ま
え

た
、
有

識
者

委
員

会
（
東

京
外

環
地

下
水

検
討

委
員

会
）
で

の
検

討
の

結
果

、
集

水
・
涵

養
機

能
の

信
頼

性
、

完
成

後
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
観

点
か

ら
、
「
集

水
・
涵

養
井

戸
方

式
」
に

見
直

し
。

当
初

地
下

水
流

動
保

全
工

施
工

状
況

＜
仮

設
工

の
変

更
（断

面
例

）
＞

変
更

２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

※
集

水
・
涵

養
井

戸
方

式
と

比
べ

、
集

水
面

積
が

小
さ

く
、

設
置

数
を

増
や

す
必

要
※

完
成

後
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
特

殊
な

部
材

が
必

要

当
初

:集
水

・涵
養

機
能

付
き

土
留

め
壁

方
式

設
置

間
隔

：１
０

ｍ
設

置
間

隔
：
４

０
ｍ

設
置

間
隔

：
１

０
０

ｍ

集
水

・
涵

養
機

能
付

き
土

留
め

壁

通
水

管

集
水

・
涵

養
井

通
水

管
通

水
管

（推
進

工
法

）

変
更

：
集

水
・
涵

養
井

戸
方

式
集

水
・
涵

養
井

集
水

・
涵

養
井

戸
を

設
置

し
、

周
囲

か
ら

地
下

水
を

集
め

る
タ

イ
プ

※
集

水
・
涵

養
機

能
付

き
土

留
め

壁
方

式
と

比
べ

、
集

水
面

積
が

広
く
、

設
置

数
が

少
な

く
済

む
※

地
上

か
ら

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
が

可
能

25



２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

（
３

）事
業

の
見

込
み

等
１

）
事

業
費

増
加

の
要

因
⑤

大
泉

Ｊ
Ｃ

Ｔ
に

お
け

る
現

地
地

質
条

件
を

踏
ま

え
た

ト
ン

ネ
ル

構
造

等
の

変
更

24

大
泉

Ｊ
Ｃ

Ｔ
に

お
け

る
現

地
地

質
条

件
を

踏
ま

え
た

トン
ネ

ル
構

造
等

の
変

更
・
・・

・
・
・
・
・・

・
・
・
・・

・
・
・
・・

・
・・

・
・・

・
・
・
・・

・
・
・・

・・
・・

・
・・

・
（
約

5
8
0
億

円
増

額
）

・
大

泉
Ｊ
Ｃ

Ｔ
本

線
ラ

ン
プ

接
合

部
に

つ
い

て
、
東

京
外

環
トン

ネ
ル

施
工

等
検

討
委

員
会

で
の

意
見

を
踏

ま
え

た
詳

細
設

計
を

進
め

る
中

で
、
施

工
ス

テ
ッ

プ
毎

の
地

質
条

件
を

反
映

し
た

逐
次

解
析

を
実

施
し

た
結

果
、
地

盤
改

良
工

の
追

加
、

補
助

工
法

（
曲

線
パ

イ
プ

ル
ー

フ
工

）
の

追
加

及
び

構
造

（
セ

グ
メ

ン
ト
鋼

材
種

別
）
変

更
の

必
要

が
生

じ
た

。

位
置

図

本
線

ラ
ン

プ
接

合
部

の
構

造
変

更

本
線

ラ
ン

プ
接

合
部

の
地

盤
改

良
、

補
助

工
法

及
び

構
造

の
変

更

施
工

ス
テ

ッ
プ

毎
に

地
山

の
緩

み
や

変
位

状
況

が
異

な
り
土

圧
が

変
化

す
る

た
め

、
施

工
方

法
や

解
析

モ
デ

ル
等

を
有

識
者

委
員

会
（
東

京
外

環
ト
ン

ネ
ル

施
工

等
検

討
委

員
会

）
に

お
い

て
確

認
し

な
が

ら
、
地

質
条

件
を

反
映

し
た

逐
次

解
析

を
実

施
し

た
結

果
、

本
線

ラ
ン

プ
接

合
部

の
補

助
工

法
（
地

盤
改

良
、
曲

線
パ

イ
プ

ル
ー

フ
）
の

変
更

及
び

、
セ

グ
メ

ン
ト
の

鋼
材

種
別

を
従

来
の

鋼
材

よ
り
強

度
・
じ

ん
性

で
優

れ
て

い
る

鋼
材

へ
の

変
更

が
生

じ
た

。

本
線

ラ
ン

プ
接

合
部

工
場

仮
組

状
況

至
）中

央
JC

T（
仮

称
）

至
）
大

泉
JC

T

本
線

（北
行

）
シ

ー
ル

ド
Ｆ
ラ

ン
プ

シ
ー

ル
ド

切
拡

げ
セ

グ
メ

ン
ト

切
拡

げ
セ

グ
メ

ン
ト

補
強

梁
補

強
梁

変
形

変
形

変
形

変
形

掘
削

掘
削

セ
グ

メ
ン

ト
撤

去
セ

グ
メ

ン
ト

撤
去

矢
印

部
：
セ

グ
メ

ン
ト
撤

去
時

に
切

拡
げ

セ
グ

メ
ン

ト及
び

（紫
）

本
線

セ
グ

メ
ン

ト
接

続
部

に
矢

印
方

向
に

変
形

が
発

生
青

字
：
当

初
構

造
赤

字
：
変

更
構

造

[当
初

]

〇
当

初
：
逐

次
解

析
の

結
果

、
施

工
時

に
セ

グ
メ

ン
ト
が

変
形

し
、

構
造

が
成

立
し

な
い

こ
と

が
判

明

※
図

示
の

説
明

〇
変

更
：構

造
の

成
立

・
施

工
時

の
安

全
性

を
確

認
し

な
が

ら
設

計
を

実
施

し
た

結
果

、
補

助
工

法
（
地

盤
改

良
工

、
曲

線
パ

イ
プ

ル
ー

フ
工

）
の

追
加

、
一

部
の

鋼
材

種
別

を
（
SM

49
0-

59
0材

→
SB

H
S

50
0-

70
0材

）変
更

[変
更

]

掘
削

掘
削

セ
グ

メ
ン

ト
撤

去
セ

グ
メ

ン
ト

撤
去
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２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

（
３

）事
業

の
見

込
み

等
２

）
地

域
住

民
と

の
対

話
に

つ
い

て
の

取
り

組
み

（
先

駆
的

に
進

め
て

き
た

Ｐ
Ｉ）

年
号

Ｐ
Ｉ
実

施
状

況

平
成

１
３

年

平
成

１
４

年

平
成

１
５

年

平
成

１
６

年

平
成

１
７

年

平
成

１
８

年

平
成

１
９

年

平
成

２
０

年

平
成

２
１

年
事

業
化

平
成

２
２

年

平
成

２
３

年

平
成

２
４

年

平
成

２
５

年

平
成

２
６

年

平
成

２
７

年

平
成

２
８

年

平
成

２
９

年

平
成

３
０

年

令
和

元
年

令
和

２
年

Ｐ
Ｉ外

環
沿

線
協

議
会

（Ｐ
Ｉ協

議
会

）

外
環

沿
線

７
区

市
の

住
民

と
、

国
、

東
京

都
及

び
沿

線
自

治
体

の
担

当
者

で
構

成
さ

れ
、

外
環

（
関

越
道

～
東

名
高

速
）
に

つ
い

て
原

点
に

立
ち

戻
り
、

計
画

の
構

想
段

階
か

ら
幅

広
く
意

見
交

換
を

行
う

場
と

し
て

、
平

成
１

４
年

６
月

に
発

足
。

（計
４

２
回

）

Ｐ
Ｉ外

環
沿

線
会

議
（
Ｐ

Ｉ会
議

）

Ｐ
Ｉ外

環
沿

線
協

議
会

の
協

議
員

経
験

者
、

国
、

東
京

都
及

び
、

外
環

沿
線

７
区

市
の

担
当

で
構

成
さ

れ
、

外
環

の
必

要
性

や
「
Ｐ

Ｉ外
環

沿
線

協
議

会
２

年
間

の
と

り
ま

と
め

」
に

お
い

て
今

後
の

課
題

と
さ

れ
た

事
項

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
話

し
合

い
を

行
う

場
と

し
て

、
平

成
１

７
年

１
月

に
発

足
。

（
計

2
6
回

）

外
環

オ
ー

プ
ン

ハ
ウ

ス

地
域

の
抱

え
る

課
題

や
外

環
が

整
備

さ
れ

た
場

合
の

各
地

域
へ

の
具

体
的

な
効

果
・影

響
な

ど
を

、
模

型
・

パ
ネ

ル
・パ

ン
フ

レ
ッ

ト等
を

用
い

て
、

説
明

を
実

施
。

ま
た

、
工

事
の

進
捗

状
況

等
に

あ
わ

せ
て

、
工

事
説

明
会

を
実

施
。

地
域

課
題

検
討

会
地

域
課

題
検

討
会

で
は

、
各

地
域

の
方

々
に

、
地

元
の

視
点

か
ら

、
外

環
整

備
に

関
す

る
地

域
の

具
体

的
な

懸
念

や
対

応
の

ア
イ

デ
ア

な
ど

に
つ

い
て

意
見

を
頂

き
、

意
見

に
対

す
る

考
え

方
を

ま
と

め
た

。
頂

い
た

意
見

等
を

踏
ま

え
、

今
後

検
討

し
て

い
く
課

題
と

そ
の

解
決

の
た

め
の

方
針

な
ど

を
「対

応
の

方
針

」と
し

て
と

り
ま

と
め

た
。

（
計

2
6
回

）

地
域

と
の

対
話

の
取

組

東
京

外
か

く
環

状
道

路
（
関

越
～

東
名

）
事

業
連

絡
調

整
会

議

国
土

交
通

大
臣

、
東

京
都

知
事

に
よ

る
国

土
交

通
省

と
東

京
都

と
の

連
絡

協
議

会
を

受
け

、
東

京
外

か
く
環

状
道

路
（関

越
～

東
名

）
の

事
業

の
推

進
を

図
る

た
め

の
会

議
と

し
て

、
「東

京
外

か
く
環

状
道

路
（
関

越
～

東
名

）
事

業
連

絡
調

整
会

議
」を

設
置

。
（計

8
回

）

H
2
8年

度
ま

で
H

29
年

度
H

3
0

年
度

Ｒ
１

年
度

オ
ー

プ
ン

ハ
ウ

ス
（
開

催
回

数
）

２
１

３
１

４
１

５
１

６

•
都

市
部

に
お

け
る

イ
ン

フ
ラ

整
備

の
モ

デ
ル

と
し

て
構

想
段

階
よ

り
、

地
域

の
み

な
さ

ま
か

ら
幅

広
く
意

見
を

聴
き

な
が

ら
、

検
討

を
実

施
。

外
環

オ
ー

プ
ン

ハ
ウ

ス

P
I外

環
沿

線
協

議
会

事
業

連
絡

調
整

会
議

P
I外

環
沿

線
会

議

地
域

課
題

検
討

会
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２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

有
識

者
・
専

門
家

の
意

見
を

聴
く
委

員
会

手
続

き
の

透
明

性
、

客
観

性
、

公
正

さ
を

確
保

す
る

た
め

、
公

正
中

立
な

立
場

か
ら

、
Ｐ

Ｉプ
ロ

セ
ス

に
つ

い
て

審
議

、
評

価
助

言
を

目
的

と
し

て
設

置
。
（
計

1
3
回

）

東
京

環
状

道
路

有
識

者
委

員
会

沿
線

住
民

や
関

係
自

治
体

等
に

提
示

し
て

い
く
資

料
に

関
し

、
技

術
的

見
地

か
ら

、
妥

当
性

に
つ

い
て

審
議

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

設
置

。
（計

5
回

）

平
成

1
3
年

1
2
月

第
1
回

開
催

平
成

1
4
年

1
1
月

国
と

都
に

対
し

て
最

終
提

言

平
成

1
7
年

1
月

第
１回

開
催

平
成

1
7
年

8
月

技
術

専
門

委
員

会
と

り
ま

と
め

年
号

有
識

者
・
専

門
家

な
ど

平
成

１
３

年

平
成

１
４

年

平
成

１
５

年

平
成

１
６

年

平
成

１
７

年

平
成

１
８

年

平
成

１
９

年

平
成

２
０

年

平
成

２
１

年
事

業
化

平
成

２
２

年

平
成

２
３

年

平
成

２
４

年

平
成

２
５

年

平
成

２
６

年

平
成

２
７

年

平
成

２
８

年

平
成

２
９

年

平
成

３
０

年

令
和

元
年

令
和

２
年

Ｐ
Ｉプ

ロ
セ

ス

東
京

外
か

く
環

状
道

路
の

計
画

に
関

す
る

技
術

専
門

委
員

会

環
境

東
京

外
環

ト
ン

ネ
ル

発
生

土
検

討
会

平
成

2
7
年

7
月

マ
ニ

ュ
ア

ル
公

表

東
京

外
か

く
環

状
道

路
（関

越
～

東
名

）事
業

に
関

し
、

シ
ー

ル
ド
トン

ネ
ル

発
生

土
の

対
応

方
針

等
に

つ
い

て
、

「東
京

外
環

トン
ネ

ル
発

生
土

に
関

す
る

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
」と

し
て

と
り
ま

と
め

。
（計

5
回

）

東
京

外
か

く
環

状
道

路
事

業
（関

越
～

東
名

）に
お

け
る

地
下

水
保

全
等

に
関

す
る

総
合

的
な

検
討

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
し

て
設

置
。

（計
7
回

）

平
成

2
6
年

3
月

開
催

～

東
京

外
環

地
下

水
検

討
委

員
会

大
深

度
ト

ン
ネ

ル
技

術
検

討
委

員
会

東
京

外
環

ト
ン

ネ
ル

施
工

等
検

討
委

員
会

道
路

整
備

に
お

け
る

大
深

度
地

下
の

活
用

に
あ

た
り
、

技
術

的
な

検
討

が
急

務
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

環
境

な
ど

地
域

へ
の

影
響

や
工

期
短

縮
・コ

ス
ト縮

減
を

考
慮

し
た

構
造

・施
工

方
法

等
の

技
術

的
課

題
を

具
体

的
に

検
討

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

設
置

。
（計

6
回

）

平
成

1
7
年

1
1
月

～
平

成
1
9
年

1
0
月

大
深

度
地

下
領

域
を

全
面

的
に

活
用

し
、
本

線
ト
ン

ネ
ル

と
ラ

ン
プ

トン
ネ

ル
を

地
中

で
接

合
さ

せ
る

な
ど

、
トン

ネ
ル

の
構

造
、
施

工
技

術
等

に
つ

い
て

確
認

、
検

討
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
設

置
。

（計
2
1
回

）

平
成

2
4
年

7
月

開
催

～
平

成
2
6
年

6
月

と
り

ま
と

め
平

成
2
7
年

.1
2
月

地
中

拡
幅

部
に

つ
い

て
留

意
事

項
ま

と
め

平
成

2
8
年

3
月

地
中

拡
幅

（
中

央
JC

T
・

青
梅

街
道

IC
）

の
工

法
考

え
方

ま
と

め
令

和
２
年

７
月

地
中

拡
幅

部
の

詳
細

設
計

の
状

況

ト
ン

ネ
ル

技
術

・
安

全
等

東
京

環
状

道
路

有
識

者
委

員
会

東
京

外
か

く
環

状
道

路
の

計
画

に
関

す
る

技
術

専
門

委
員

会

東
京

外
環

ト
ン

ネ
ル

発
生

土
検

討
会

東
京

外
環

地
下

水
検

討
委

員
会

東
京

外
環

ト
ン

ネ
ル

施
工

等
検

討
委

員
会

大
深

度
ト

ン
ネ

ル
技

術
検

討
委

員
会

•
東

京
外

環
（
関

越
～

東
名

）
は

、
大

深
度

地
下

を
活

用
し

た
初

め
て

の
道

路
事

業
で

あ
り
、

高
水

圧
・
土

圧
下

で
国

内
最

大
の

大
断

面
シ

ー
ル

ド
ト
ン

ネ
ル

施
工

（
φ

1
6
m

）、
約

1
0
0
0
万
㎥の

発
生

土
処

理
、
世

界
で

も
類

を
見

な
い

規
模

の
地

中
拡

幅
工

事
、
市

街
地

施
工

で
の

地
域

環
境

へ
の

配
慮

等
の

課
題

が
存

在
。

•
技

術
的

課
題

に
対

応
し

、
安

全
確

実
な

実
施

を
図

る
た

め
、

専
門

家
に

よ
る

第
三

者
委

員
会

を
設

置
し

、
検

討
結

果
を

事
業

へ
反

映
。

（
３

）事
業

の
見

込
み

等
３

）
技

術
的

な
課

題
に

対
す

る
取

り
組

み
（Ｐ

Ｉプ
ロ

セ
ス

、
環

境
、

ト
ン

ネ
ル

技
術

・安
全

等
）

28



27

２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

•
平

成
2
1
年

度
に

事
業

化
、
平

成
2
2
年

度
に

用
地

着
手

、
平

成
2
3
年

度
に

工
事

着
手

。
•

外
環

（
関

越
～

東
名

）
の

用
地

取
得

率
は

約
９

０
％

（令
和

２
年

６
月

末
時

点
面

積
ベ

ー
ス

）
•

本
線

ト
ン

ネ
ル

工
事

に
つ

い
て

は
平

成
2
6
年

に
契

約
し

、
東

名
側

並
び

に
関

越
側

か
ら

掘
進

中
。

•
各

Ｊ
Ｃ

Ｔ
に

お
い

て
は

改
良

、
橋

梁
等

の
工

事
を

実
施

中
。

•
中

央
J
C
T
地

中
拡

幅
部

に
つ

い
て

、
北

側
は

平
成

3
1
年

2
月

、
3
月

に
詳

細
設

計
を

契
約

。
南

側
は

令
和

元
年

9
月

、
1
0
月

に
詳

細
設

計
を

契
約

。

（
３

）事
業

の
見

込
み

等
４

）
事

業
進

捗
の

見
込

み
の

視
点

■
事

業
の

計
画

か
ら

完
成

ま
で

の
流

れ
外

環
（
関

越
～

東
名

）

1
96

6
(S

4
1)

・
・・

20
0
7

(H
1
9)

20
0
8

(H
20

)
2
00

9
(H

21
)

20
10

(H
22

)
2
01

1
(H

23
)

20
12

(H
2
4)

20
13

(H
25

)
20

14
(H

26
)

2
01

5
(H

27
)

20
1
6

(H
28

)
2
01

7
(H

29
)

20
1
8

(H
30

)
20

1
9

(R
1
)

2
02

0
(R

2)
20

2
1

(R
3
)

都
市

計
画

決
定

（高
架

方
式

）

都
市

計
画

変
更

（地
下

方
式

）

事
業

化
有

料
事

業
許

可

大
深

度
地

下
使

用
の

認
可

、
都

市
計

画
事

業
承

認
及

び
認

可

都
市

計
画

変
更

（地
中

拡
幅

部
）

工
事

用
地

事
業

着
手

測
量

・
調

査
・設

計

埋
蔵

文
化

財
調

査

現
在

H2
1

H2
5

H2
2

H2
3

29



28

３
．

事
業

の
投

資
効

果
（１

）
外

環
の

効
果

（
千

葉
区

間
開

通
に

よ
る

効
果

発
現

）
（
所

要
時

間
の

短
縮

）

•
H
3
0
.6

外
環

（
千

葉
区

間
）の

開
通

に
よ

り
、

湾
岸

エ
リ
ア

か
ら

北
関

東
へ

の
ア

ク
セ

ス
時

間
が

短
縮

。
（
高

谷
J
C
T
か

ら
大

泉
J
C
T
ま

で
の

所
要

時
間

が
6
0
分

か
ら

4
0
分

へ
短

縮
す

る
な

ど
の

効
果

）
•

川
口

Ｊ
Ｃ

Ｔ
⇒

高
谷

Ｊ
Ｃ

Ｔ
に

か
け

て
の

都
心

経
由

か
ら

外
環

道
経

由
へ

の
転

換
に

よ
り
、

所
要

時
間

の
ば

ら
つ

き
が

約
2
0
分

減
少

し
、

時
間

信
頼

性
が

向
上

■
湾

岸
エ

リ
ア

か
ら

北
関

東
方

面
へ

の
所

要
時

間
短

縮

■
時

間
信

頼
性

の
向

上

出
典

東
京

外
か

く
環

状
道

路
（三

郷
南

IC
～

高
谷

J
C

T
）
開

通
後

の
首

都
圏

の
交

通
状

況
（
国

土
交

通
省

、
東

日
本

高
速

道
路

(株
) 

、
首

都
高

速
道

路
(株

)
H

3
0.

6
.1

4
）

4/
10

資
料

)E
T

C
2
.0

プ
ロ

ー
ブ

デ
ー

タ
(平

日
7～

19
時

)
開

通
前

：
H

29
.6

-
H

30
.5

、
開

通
後

：H
3
0.

6-
R

元
.5

注
)特

異
値

(所
要

時
間

の
上

位
10

％
･下

位
10

％
)を

除
い

た
所

要
時

間
の

差

0
%

10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

0
3
0

60
9
0

約
３

７
分

（
36

～
7
3分

）

約
１

６
分

（2
6～

42
分

）

所
要

時
間

(分
)

頻 度 分 布

開
通

前
（首

都
高

速
経

由
）

開
通

後
（外

環
道

経
由

）

凡
例川
口

JC
T
⇒
高

谷
JC

T
の
所
要
時

間
ば
ら
つ
き
の
変

化

所
要

時
間

の
ば

ら
つ

き
が

約
２

０
分

減
少

（
時

間
信

頼
性

の
向

上
）

出
典

第
３

８
回

国
土

幹
線

道
路

部
会

資
料

～
都

心
を

迂
回

し
て

埼
玉

と
千

葉
を

つ
な

ぎ
広

が
る

効
果

～
東

京
外

か
く
環

状
道

路
（
三

郷
南

IC
～

高
谷

J
C

T
）
開

通
後

の
整

備
効

果

30



29

３
．

事
業

の
投

資
効

果
（１

）
外

環
の

効
果

（
千

葉
区

間
開

通
に

よ
る

効
果

発
現

）
（都

心
の

渋
滞

が
改

善
）

•
埼

玉
・千

葉
間

（東
北

道
⇔

東
関

東
道

）の
交

通
は

、
都

心
（
首

都
高

）
を

経
由

し
て

い
た

が
、

約
８

割
の

交
通

が
外

環
道

へ
転

換
。

•
中

央
環

状
線

の
内

側
に

お
け

る
渋

滞
損

失
時

間
が

約
３
割

減
。

■
外

環
道

及
び

周
辺

道
路

の
交

通
量

（
高

速
道

路
）

出
典

東
京

外
か

く
環

状
道

路
（
三

郷
南

IC
～

高
谷

J
C

T
）
開

通
後

の
整

備
効

果
（国

土
交

通
省

、
東

日
本

高
速

道
路

(株
) 
、

首
都

高
速

道
路

(株
)

H
31

.1
.9

）

■
外

環
道

経
由

へ
の

交
通

転
換

に
よ

り
都

心
の

渋
滞

が
改

善

出
典

東
京

外
か

く
環

状
道

路
（
三

郷
南

IC
～

高
谷

J
C

T
）
開

通
後

の
整

備
効

果
（
国

土
交

通
省

、
東

日
本

高
速

道
路

(株
) 
、

首
都

高
速

道
路

(株
)

H
31

.1
.9

）

31



３
．

事
業

の
投

資
効

果
（１

）
外

環
の

効
果

（
千

葉
区

間
開

通
に

よ
る

効
果

発
現

）
（
急

成
長

の
Ｅ

コ
マ

ー
ス

物
流

を
支

援
）

•
湾

岸
地

域
（市

川
）
は

物
流

拠
点

が
集

積
し

、
新

た
な

物
流

施
設

が
竣

工
予

定
。

•
外

環
道

千
葉

区
間

開
通

に
よ

り
湾

岸
地

域
（
市

川
）
か

ら
の

1
時

間
配

送
圏

域
が

約
２
割

拡
大

（
圏

域
内

世
帯

数
1
1
0
万

世
帯

増
加

）
し

、
首

都
圏

の
利

便
性

が
向

上
。

30

先
進
的
物
流
施
設
が
湾
岸
地
域
（
市
川
）
に
新
規
⽴
地

■
旅
行

速
度

デ
ー
タ

：
E
T
C2
.
0プ

ロ
ー

ブ
デ
ー
タ

外
環

道
(
三
郷

南
I
C
～
高
谷
J
C
T
)開

通
前
：
H
2
9
.
6～

H3
0
.5

平
日
昼
間
1
2
時

間
平
均
(
大

型
車
)

外
環

道
(
三
郷

南
I
C
～
高
谷
J
C
T
)開

通
後
：
H
3
0
.
6～

R元
.5

平
日
昼
間
1
2
時

間
平
均
(
大

型
車
)

埼
玉
県

茨
城
県

千
葉
県

東
京
都

E
1
4

E
5
1

E
6

E
4

C
3

E
1
7

E
2
0

E
1

C
2

流
山

に
新

た
な

物
流

拠
点

を
新

設
※

物
流

事
業

者
の

声
よ

り

【
1
時

間
配

送
圏

域
】

開
通

後
拡

大

開
通

後
縮

小
開

通
後

変
化

無

分
割

可
能

な
貸

床

Ｅ
コ
マ
ー
ス
を
支

え
る

大
型

マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型

物
流

施
設

（イ
メ
ー
ジ
）

ら
せ

ん
状

の
ラ

ン
プ

ウ
ェ

イ
大

型
ト

ラ
ッ

ク
が

各
階

に
直

接
乗

入
可

能

多
層

階
構

造
広

い
面

積
を

確
保

福
利

厚
生

施
設

の
充

実
売

店
や

託
児

所
等

が
設

置
可

湾
岸
地
域
（
市
川
）
の
1時

間
配
送
圏
域
が
拡
大

D
P
L
市
川

E
S
R
市
川

M
F
L
P
船

橋
Ⅰ

～
Ⅲ

(
仮
称
)
市
川
塩

浜
物

流
施
設

開
発
計
画

プ
ロ
ロ
ジ
ス
・
パ
ー
ク
市

川
Ⅰ
～
Ⅲ

先
進

的
物

流
施

設
が

湾
岸

地
域

（
市

川
）

に
新

規
立

地
1
時

間
配

送
圏

域
が

約
２

割
拡

大

（
約

１
１

０
万

世
帯

が
そ

の
恩

恵
に

）

事
業

者
：
E
S

R
株

式
会

社
敷

地
面

積
：
1
02

,2
44

㎡
、

延
床

面
積

：
2
2
5
,0

0
7㎡

E
S
R
市

川
H
3
1
.1
竣
工

[
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物

流
施

設
]

事
業

者
：
三

井
不

動
産

株
式

会
社

敷
地

面
積

：
約

47
,9

00
㎡

、
延

床
面

積
：
約

22
4,

20
0㎡

事
業

者
：
三

井
不

動
産

株
式

会
社

敷
地

面
積

：
約

60
,0

00
㎡

、
延

床
面

積
：
約

27
0,

00
0㎡

M
F
L
P
船

橋
Ⅲ

R
3
秋

竣
工

予
定

[
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物

流
施

設
]

事
業

者
：
三

井
不

動
産

株
式

会
社

敷
地

面
積

：
約

42
,0

60
㎡

、
延

床
面

積
：

19
8,

38
6㎡

M
F
L
P
船
橋

Ⅰ
H
2
8
.1
0
竣

工
[
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物

流
施
設

]

事
業

者
：
三

井
不

動
産

株
式

会
社

敷
地

面
積

：
82

,6
00

㎡
、

延
床

面
積

：
18

3,
80

0㎡

（
仮
称

）
市
川

塩
浜

物
流
施

設
開

発
計
画

Ｒ
4
冬

竣
工
予

定
M
F
L
P
船
橋

Ⅱ
R
1
.1
0
竣
工

[
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型

物
流
施

設
]

【
湾

岸
地

域
(
市

川
)
の

主
な
物

流
事

業
所

】
・

西
濃

運
輸

・
福

山
通

運
・

佐
川

急
便

・
J
F
E
物
流

・
王

子
物
流

・
ア

マ
ゾ

ン
ジ

ャ
パ

ン
・

日
本

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ッ

ク
ス

・
楽

天
ス
ー

パ
ー

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ッ

ク
ス

C
4

全
国
の
宅
配
便
取
扱
個
数
の
推
移

3,
59

5 
4,

26
1 

0

1,
50

0

3,
00

0

4,
50

0

H
25

H
30

宅
配

便
（
ト

ラ
ッ

ク
）
取

扱
個

数

宅
配

便
取

扱
個

数
は

約
２

割
増

加
（
約

6億
70

00
万

個
増

加
）

取
扱
個

数
（
百

万
個
）

（
注

１
）
日

本
郵

便
㈱

に
つ

い
て

は
、

航
空

等
利

用
運

送
事

業
に

係
る

宅
配

便
も

含
め

ト
ラ

ッ
ク

運
送

と
し

て
集

計
し

て
い

る
。

（
注

２
）
平

成
28

年
10

月
よ

り
日

本
郵

便
(株

)が
取

扱
う

「
ゆ

う
パ

ケ
ッ

ト
」
を

宅
配

便
取

扱
個

数
に

含
め

て
集

計
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

1時
間
配
送
圏
域
の
世
帯
数

1,
02

0 
1,

13
1 

0

25
0

50
0

75
0

1,
00

0

1,
25

0

開
通

前
開

通
後

世
帯

数

世
帯

数
は

約
1割

増
加

（
約

11
0万

世
帯

増
加

）

世
帯

数
（
万

世
帯
）

※
１
時

間
配

送
圏

域
に

含
ま

れ
る

1
km

メ
ッ

シ
ュ

世
帯

数
を

集
計

（
平

成
2
7年

国
勢

調
査

）

物
流

事
業

者
の

声

出
典

）
物

流
事

業
所

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
(H

3
1.

3
)

•
近

年
、

E
コ

マ
ー

ス
（ネ

ッ
トシ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
）の

普
及

に
伴

い
、
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